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IBC2016でNHKの最新技術を展示

　NHKは、9月8日から13日にオランダ・アムステルダムで開催さ
れたIBC*2016において、8Kスーパーハイビジョンに関連する技
術を中心に、最新の研究成果を紹介しました。IBCは、世界中の
国と地域から5万人以上が参加する、欧州最大の放送機器展です。
　NHKは、広大なIBC展示会場の中でも、最新の技術を集めた
Future Zoneにブースを開設。今年は、新しいスピーカーアレー
を搭載したハイダイナミックレンジ（HDR）対応の8Kディスプレー
や、厚さ1ｍｍの有機ELパネルを組み合わせた130インチ・シー
ト型ディスプレーを展示し、最新のリオ五輪コンテンツを上映しま
した。
　また、高精細化が進んだインテグラル立体テレビや聴覚障害者
に情報をお届けする手話CG技術、視覚障害者のための解説音声
を自動で付加する音声ガイドなど、将来の映像技術から放送のバ
リアフリー化を実現する最新技術までを幅広く展示しました。さら
に、今年8月に開始したスーパーハイビジョン試験放送に関する設
備整備の進捗や、リオ五輪における8K制作などをスライドで紹介
しました。
　来場者からは、「8K HDRの美しい映像と22.2ch音響で高い臨
場感を感じた」、「シート型ディスプレーの薄さに本当に驚いた」、「立
体テレビを初めて見た。おもしろい！」、「手話CGや音声ガイドは
公共放送としてぜひ実用化を目指してほしい」など、多くの感動と
期待の声を頂きました。

会議でも最新の成果を報告
　IBC2016では、展示と併せて放送に関連したビジネスや最新の
技術動向に関する会議も開催され、NHKは手話CG技術の研究成
果とスーパーハイビジョンの試験放送について講演しました。発表
では活発な質疑が行われ、高い関心が寄せられました。
　技研では、2020年の東京オリンピック・パラリンピック、そし
てその先を見据えて、放送技術とサービスをより高品質で高機能
なものへ成熟させていくため、これからも先導的な研究開発を推
進していきます。
*IBC： International Broadcasting Convention

NHKブースの様子

シート型ディスプレーの展示の様子

手話CGおよび音声ガイドの展示の様子



　8Kスーパーハイビジョンの音響方式である22.2マルチチャンネル音響の番組制作では、収録時の制約
などから響きの少ない音や響きのない音の素材を用いることがあります。この場合、残響を付加して音の
空間印象（場所ごとに異なる響きの印象）を作り出すことが必要です。そこで、加工したい素材音に、様々
な響きを付加できる三次元残響付加装置を開発し、響きを調節しています。
　開発した装置には、約500種類を超える残響（コンサートホールやスタジオ、水泳場、洞窟など）が実装
されており、空間印象を自由に調節することが可能です。
　現在、制作現場への導入が進められ、これまでに音楽番組やドラマなど、様々な番組で三次元残響付
加装置が活用されています。

リオ五輪で音声ガイドの自動生成実験を実施

　視覚障害者の方々にもテレビのスポーツ番組を十分に楽しんでいただくことを目指して、番組音声からだ
けでは伝わらない情報を合成音声で補完する音声ガイドの研究を進めています。今回、リオ五輪の各競技
に付与されて配信されるリアルタイムデータ（BDF：Broadcast Data Feed）から、得点経過や試合状況
などのガイドテキストを自動で生成し、17種目の約1600コンテンツにガイド音声と字幕を付加する実験を
行いました。この方式は、これまで解説放送の付与が困難であった、スポーツ中継などの生放送にも対応
できるという利点があります。
　今後は、必要とされる音声ガイドの情報や、最適な提示タイミングなどの検討を進め、2020年東京オ
リンピック・パラリンピックでのサービス実現を目指します。
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　技研では、将来の立体映像などの撮影に期待できる高性能なカメラの実現に向けて、新しい概念の撮像デバ
イスの研究開発に取り組んでいます。

３次元構造撮像デバイスの特徴
　撮像デバイスの性能は、精細さに関わる画素数や、動きの滑らかさに関わるフレームレート*1などで表さ
れます。従来の撮像デバイスでは、画素の列ごとに1つの信号処理回路があり、多数の画素の信号を1つず
つ順番に処理して出力するため（列並列信号処理）、画素数を増やすと信号出力に時間がかかり、フレームレー
トを高めることが難しくなります（図1a）。とりわけ立体映像の撮影には、現在のデバイスをはるかに超え
る画素数が必要になるため、フレームレートを維持できなくなることが懸念されます。
　３次元構造撮像デバイスは、受光部や信号処理回路を備えた複数の基板を積層した構造で、画素ごとに信
号処理回路を持ち、並列して信号処理を行います（画素並列信号処理）。画素数に関わらず1回の信号処理
で1画面を出力できるため、多画素化と高フレームレート化の両立が可能です（図1b）。

３次元構造撮像デバイスの研究
新機能デバイス研究部　後藤 正英

図1：撮像デバイスの構造
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試作したデバイス 撮影画像

撮像デバイスの試作と動作実証
　これまでに、受光部と信号処理回路を備えたそれ
ぞれの基板を直接接合する技術を開発しました。画
素ごとに微細な金の電極を埋め込んだ基板を平坦化
し、接合させることにより、電極を介した画素単位
の信号伝達が可能になります（図2）。
　画素数が128×96のデバイスを試作し、画素並列
信号処理により動画像を撮影できることや、信号処
理回路の工夫により、96dBの広いダイナミックレ
ンジ*2にわたる16bitのデジタル信号出力が得られ
ることなどを確認しました。
　今後は、多画素化や多層化を進めて、従来のデバ
イスの性能を抜本的に改善できる撮像デバイスの実
現を目指します。

*1 フレームレート：1秒間に撮影する画像の枚数
*2 ダイナミックレンジ：撮影できる明るさの範囲
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大画面シート型テレビを実現する要素技術（全5回）

　8Kスーパーハイビジョンのきめ細やかで臨場感の高い映像をご家庭で視聴いただくため、大画面シート型有機
EL*1ディスプレーの研究開発を進めています。大画面ディスプレーに使用されるアクティブマトリックス方式*2の有
機ELディスプレーでは、1フレーム内で発光が持続するホールド型表示を行っています。このため、表示された物
体の動きを滑らかに追う視線の動きと表示映像とのずれにより、人間の目では、動いている物体がぼやけて視認
されてしまいます（図1a）。

　このぼやけを抑えるためには、1フレーム内の発
光時間を短くする手法があります（図1b）。しかし、
例えば1フレーム内の発光時間を半分にした場合、
1フレームを通して発光した場合と同じ明るさで映
像を表示するためには、2倍の強さで発光させる必
要があり、有機EL素子の寿命が大幅に劣化します。
そこで、動画質と寿命を両立するための手法として
時間アパーチャー *3適応制御技術を開発していま
す。

　本技術では、動きぼやけが視認されやすい領域
を動領域、それ以外の領域を静止領域とし、動領
域の発光時間を短くすることにより動きぼやけを低
減するとともに、静止領域の発光時間を長くする
ことで瞬時輝度を抑え、寿命の劣化を抑制します。
しかし、本手法をそのままディスプレーに適用する
と、動領域と静止領域の境界で発光時間が異なる
ことにより、境界部分で明るさの変化が認識されて
しまいます。また、動領域と静止領域がフレーム
間で切り替わる際にも、ちらつきが認識されます。
そこで、動領域と静止領域の境界にあたる水平ライ
ン（図2）やフレームにおいて、発光の時間や強度
を徐々に変化させる手法を提案し、画質の劣化を
低減できることを確認しました。今後はこれらの技
術を生かして、より高画質な大画面シート型有機
ELディスプレーの実現を目指します。

*1 EL（Electroluminescence）：電界発光。物質に電流を流すと発光する現象
*2 アクティブマトリックス方式：画素ごとに映像データを保持する動作方式
*3 時間アパーチャー：1フレーム時間内で発光時間の占める割合

8Kスーパーハイビジョンをご家庭で楽しんでいただけるように、NHKではシート型ディスプレーの研究開発に取り組んでいま
す。この連載では、大画面シート型テレビを実現する要素技術について紹介します。

最終回　画質と寿命を両立する時間アパーチャー適応制御
新機能デバイス研究部　薄井 武順

図1：発光時間による動画質の変化
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図2：水平ラインでの画質改善
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